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昭和15年十一月12目水星太陽面纏過観灘報告
坂　　　上 々
　　　　　　　　　　　　　1緒　　　言
　去る昭和15年十一月12日の7k星太陽面経過に際し，筆者は鹿見島市に於て，
その観測を行ったので，智慮に，それを報告したいと思ふ．観測の丙容も，使
用した器械も，甚だ貧弱なもので，此庭に麗々しく獲表するのは，甚だ汗顔で
あるが，何等かの御参考になればと思ひ，筆をとる吹第である．
　　　　　　　　　　　　1夏器械及観測地
　器　械　（1）　105粍口径反射式手働赤道儀（西村製）
　　　　　　　之は切角蜀時刻観測用，特殊の箱の蓋型の投影板を作り，太陽の
　　　　　　　光線を防ぎ，内面に投影して，樂に観測出來るやうにした．倍
　　　　　　　率は80倍である．猫，此の器械には五藤光學製42粍屈折鏡を改
　　　　　　　宜して，太陽面上の水星の爲眞を撮る装置を作り，之を鏡筒上
　　　　　　　に縛り’つけた．乾板の大きさは大名刺版で，太陽豫は約40粍の
　　　　　　　大きさに撮るやうにした．
　　　　　（2）　クロノメ1タ
　　　　　　　之はWALTHAMと外箱上に記してあるもので，示二戸海洋氣
　　　　　　　象墓の測定ではProbable　error±0，5秒といふ，相當正確な
　　　　　　　時計である．
　槻測地　鹿見島市上荒田町，鹿兇島高等農林學校の中庭で，陸地測量部25000
　　　　　分一の地圖より求めた経緯度は次の如きものである．
　　　　　　　　　東経　λ＝130。32’50”6　　　　　　ゴヒ緯　φ瓢31。35’52”2
　　　　　　　　　　　亙II　観　　測　　概　　況
　前々日より観測適意に105粍反射手動赤道儀，42粍太陽撮映用纂眞機，42粍
屈折手動赤道儀等を運び，赤道儀は前々夜及前夜，北極星を基準として据えつ
けた．
　當日は，午前中，室に一勲の雲なく，極めて清澄，加ふるに風無く羅好な観
測條件を享受出來た．：先づ，7時30分より爲眞撮：映を開始し，10時52分に至る
迄，都合6回撮映をした．観測の煩と，屡々起る偶然誤差を防ぐ爲に，學生の
岩永氏に時計面を護んで貰ふ事にして，10時51分30．0秒より各秒を讃んで貰っ
た．10時51分58．0秒にBlack　droPカミ初まった．10時52分18．5秒に終内隅，10時
53分55．5秒に絡外燭と共に，小さい眞黒V・圓板厭の水星は浩え去った．翼の時
刻はクロノメ1タとラヂオ時報との比較より，修正値十〇．2秒を得，之を前記観
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　　測髄用すると，夫々10時51分58秒2±1祝10時52分18秒7±1税10時53分
55秒7±1秒0となる．±1秒0とは・時計自身の誤差と讃取ウの場合の誤差とを：
加へた激値で・實験的に求めたものである・
　　　　　　　　　　　　1V結　　　画
塾映した太陽面爲眞は，現官液酸化の爲め，像がよく出す・水星の位置は分
るが，ボ1ツとした黙となって了つた・明かに失血であり，返す返すも磯念で
あった．然しながら，切回時刻の潮測は，色々條件がよく，籾當正確に行った
と思ふ．
當日は，42粍屈折手動赤道儀を以て，中庭の他の所tc於て，教官及他の學生
に直観叉は投影により，此の珍現象を観察して貰った．この方は，學生4～5名
により投影法にて終幕燭，刃引外典の時刻を測定する頭熱なりしも，都合によ
り中止した．
　以上，概略の報告を盛るが，筆者は時聞の都合上，自宅で観測が出來ないの
で，學校に於て槻測を魅したのであるが，此の際，學校當局の與へられた種々
の便宜に樹し，此虚に明記して，御慧の言葉を申し上げる訳第である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）
米　子　市　よ　り
　智歯，李素翼に御無沙汰申上ます．先生には不相姦御題健に入らせられます
由，何より大慶に存じます．渚，去る十一月12日の水星日面経過の帝日は，嚥
汝御：立春の御観測相成ました事と存じ上ます．私は近年，老境となりました爲
め，演義も蓑へましたので，1正格の観測などの自信は到底御座いません．併
し，次回の時には此世では見られなV・のだから，所謂「死に土産」に見るだけ
は見ておきたいとも思ぴ，叉，出積れば，撮影もしたいと，天氣を新っており
ましたが，當Rは未明より総曇りでして，全く悲観しました．併し，萬が一に
も晴れる事もあらんかと，研究室の屋上に露寒装置を運び，用意をしまして，
只管，晴れるのを七って居りました慮，7時前頃から幾分雲薄くなり，追々に
は雲の切れ間も出歯て，時々日顔さしだしました．ファインダを覗きますと，
2～3日來急に獲蓬して來ました三豊連中の出迎ぴを受けて，黒い小さな可愛い
玉丸子の水星が維過を始めて居bますのが實によく見えます．其後，中心に最
も近き8時22分の頃には，幸ぴ：太陽：方面の雲は全く去診ましたが，8時孚過怠
よか，叉々総兵夢となり，殆んど縄望でしたが，九時過ぐる頃より，追々とよく
なり，馬歯は全天晴れ渡りました．そして微風さへなき實に良い観測日和とな
噛まして，此間に数放の撮影を致しました．10時40分頃よりmリソン16四鏡
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で（銀面剥し），高接燭の眼覗観測を致しましたが，何分眼が悪う御座い棄すの
で，時間は無論不正格のものでせう．叉，現豫の結果は，前略（昭和2年）の経
過の時と同じく，矢張失敗でした（亭素，不勉張の賜でせう）．こんな拙爲は何
等御参考の一端にもなり・ますまいと眉，ひます故，只御笑ひ草ともなればと存じ
まして恥かしながら御論り申上た丈第で御座V・ます．敬白
　　　十一月18日　　　　　　　　　　　　．　　　大　蛭　雄．，太　郎
島　　田　　よ　　り
　敬白，其後御無音に打ち過ぎ居りしも，苛々上清健に渡らせられる事と母上候
　水星日面経過も，何等の新工夫も無之も，貴覧に供し候．當日は，8時頃迄
は，雲多く，全く維望と存居候ひしも，8痔濾過頃より，雲淡らぎ，第3コン
タクトまでre　6枚撮：影仕候．而し，前夜の雨の爲か，時刻早き分程，シ1イン
グ悪しき様に候びき．天候は，例により西より東漸致す爲めか，東京は曇天に
絡面したるやに候も，御地方は當地などよりも早刻より恢復せられし様に存ぜ
られ，随って御撮影の：方も有之事とは存上候も，恒例により差出候．
　　　昭和15年十一月25日　　　　　清水眞一
　山本一清先生
　　　　　　　　　　　　ハワイより逼幡
　爾來，縄へて御無沙汰致しました．定めて御批健に御精勤の事と存じ上げま
す．日常の御行動に就きては，不維，天界紙上にて拝見致し，乍影喜んで居り
ます．在來，天界雑誌表紙の儀，別に兎や角申上ぐる課ではありませんが，何
しろ出來得る丈け大衆向きに受け入れらる玉様に考へるのも，一つの方法かと
存じます故に，一寸，思ぴ附きましたから，一つ試みに製作して見ました．勿
論，是様な物が實際大衆の嗜好に適するか否かは存じません．併し，若し改良
する病訴が爾ありとすれば，其折の多少の参老にもなるかと思ひまして，差し
上げました次第であります．去る十一月11日（高地），扇星太陽面通過の節，是
非爲眞を取りたいと思ぴまして，種々工風をして見ましたが，失敗に絡りまし
た．：日計レンズは，藪年前五藤光學研究所より買求めし晶でありますが，レン
ズの度が賜くして，太陽の黒難撮：影すら不可能であります．何んとかして，伺
一・w彊度のレンズ・アイピ1スを求めたいと思ぴます．望遠鏡のアイピ1スを
其儘利用して，投影の像をフヰルムに幽す事を得れば，大攣便利であります
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一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一th
が，．さう簡箪には行きません．兎も角，其旨御記癒下さって，折診もあらば御
助九御周旋の程を御願申上ます．御無理を申上げたる段，御容激を乞ふ．
　　　　　　　　　　　　在ホノノレ・　米國華府レサ｝チ大學天文選科卒業
　　　Nov．17，1940．　　　　　　熊田儀助
　出本先生机下
　悶ひ：昨年は十一月12日に，水星の太陽面脛過の珍現象が見えた由ですが，
之れを襯測して，學術上の債値がありませうか？（K．K．生）
警へ：7k星の太陽面経過は，日食の始め絡りの時刻の観測や，掩薇などと同
檬に，天艦の相互位置を研究し，一般に天髄の運動法則を知るために非常に大
切なものです．器械は少くとも7セチン級以上の望遠鏡と，よく調整されたク
ロノメ1タ（或は，信頼し得る標準時計）が必要です．天界第222號にあります
やうに，ラヂオや，其の他の：方法で，1週間ばかり前から10分の1秒ぐらゐま
で正確に時計を調整しておき，フk星の太陽面経過として，ほ璽宿報された時刻
に，極めて注意深く，太陽面の眠る部分を槻てるるのです．そして，普通なら
ば第1燭，第2鰯，第3鰯，第4鰯の，4っの時刻を10分の1秒ほどの精密
さに観測すれば良いのです．尤も，熟練が必要ですが，よく慣：れてるる者で
も，第1角蜀と第4鰯との面心は困難です。10分の1秒どころか，3秒も，5秒
もの誤差が起り勝ちです（特に第1鰯は，むつかしいです）．　しかし，第2燭
と，第3醐とは比較的に困難は少いやうです．（iJ体）
下の通りである．
　　　　　　學　暦
次ぎの水星の太陽面纏過は
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